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人

分

′多

（人
月
月
例
山
行
報
告
）

重

廣

恒

夫

八
月
二
十
日
、
大
阪
空
港
の
大
分
行
き
Ａ
Ｎ
Ａ

一
人

一
便
の
出
発
ゲ
ー
ト
は
ざ
わ
つ

い
て
い
た
。

な
ぜ
な
ら
日
本
に
接
近
し
て
い
る
台
風
の
影
響
で
大
分
地
方
の
天
候
は
悪
く
、
そ
の

出
発
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
羽
田
空
港
か
ら
の
日
本

エ
ア
シ
ス
テ

ム
三
二

一
便
は
早
々
に
欠
航
を
決
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
か
ら
の
全
日
空
便
は

勇
躍
大
分
空
港
に
向
か
っ
て
飛
び
立

つ
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
天
候
不
良
の
た
め
福
岡
空

港

へ
の
変
更
か
、
大
阪
空
港
に
引
き
返
す
か
も
判
ら
な
い
と
い
う
宣
告
を
発
し
な
が
ら

で
あ
る
。
大
分
の
西
さ
ん
に
出
発
を
連
絡
し
、
勇
敢
な
パ
イ
ロ
ツ
ト
に
快
哉
を
送
り
な

が
ら
機
上
の
人
に
な

っ
た
。

約

一
時
間
後
飛
行
機
は
大
分
空
港
に
近
づ
き
、
機
首
を
下
げ
始
め
た
。
窓
の
外
を
水

滴
が
流
れ
、
眼
下
の
海
は
三
角
波
が
せ
め
ぎ
あ

つ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
着
陸
か
と
思

っ

た
瞬
間
、
飛
行
機
は
機
首
を
上
げ
旋
回
し
た
。
め

っ
た
に
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
ゴ
ト

ア
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
ず
雨
脚
が
ひ
ど
く
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
滑
走
路
を
視
認
で
き
な
い
と
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
る
。
そ
の
後
お
客
を
何
と
か
大
分
空
港
に
届
け
よ
う
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
精
神
旺
盛
な
パ
イ
ロ
ツ
ト
は
海
上
を
大
き
く
旋
回
し
な
が
ら
着
陸
の
チ
ヤ
ン
ス
を
伺

つ
て
い
る
。
し
か
し
四
回
目
の
旋
回
の
後

つ
い
に
飛
行
機
は
福
岡
空
港

へ
と
向
か
う
選

択
を
し
た
。

四
十
分
後
福
岡
空
港
に
到
着
、
直
後
に
携
帯
電
話
が
鳴

っ
た
。
西
あ
ず
さ
さ
ん
か
ら

で
、
大
分
空
港
の
到
着

ロ
ビ
ー
の
案
内
板
で
、　
一
人

一
便
が
福
岡
空
港

へ
向
か
っ
た
こ

と
を
確
認
し
た
後
、
鷹
ノ
巣
山
に
向
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
福
岡
空
港
に
は

イテ

山
か
ら

三
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近
く

の
那
須
さ
ん
が
迎
え
に
行
く
と

い
う
、

い

つ
も

の
手
際
よ
さ

で
は

つ

と
す
る
。

ほ
ど
な
く
那
須
さ
ん
か
ら
携
帯
に

連
絡
が
あ
り
合
流
、　
一
路
野
峠

へ
と

向
か
う
。
昼
御
飯
を
途
中

の

コ
ン
ビ

ニ
で
買

っ
た
が
食

べ
る
暇
も
な
く
、

薬
師
峠

で
西
さ
ん
達
に
合
流
、
昼
を

大
分
過
ぎ

て
い
る
が
、
既
に
鷹

ノ
巣

山
に
到
達
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
西
母

さ
ん

一
行
を
追

い
か
け
る
。
鷹

ノ
巣

山

の
山
頂
に
近
づ
い
て
西
さ
ん
の

コ

ー
ル
を
聞
く
。
す
ぐ
に

一
ノ
岳

の
頂

上

で
西
母
さ
ん
と
安
藤
さ
ん
に
迎
え

ら
れ
る
。
他

の
人
た
ち
は
時
間
も
遅

い
の
で
先
を
急

い
で
い
る
と

の
こ
と

な

の
で
、
記
念
撮
影
だ
け
を
済
ま
し

て
我

々
も
先
行
パ
ー
テ
イ
ー
を
追

い

か
け
る
¨

（鷹
ノ
巣
三
ノ
峰
よ
り
英
彦
山
）

風
が
強
く
途
中
の
岩
場
で
は
強
風

に
翻
弄
さ
れ
る
。
い
く

つ
か
の
ア
ツ

プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
て
ニ
ノ
岳
を

越
え
三
ノ
岳
を
回
り
込
む
手
前
で
、

三
ノ
岳
を
登
り
終
え
薬
師
峠
に
引
き

返
す
先
行
パ
ー
テ
イ
ー
と
合
流
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
頂
上
ま
で
の

情
報
を
仕
入
れ
て
分
か
れ
る
。

野
峠

へ
の
分
岐
か
ら
直
登
す
る
と
、

大
き
な
岩
場
に
突
き
当
た
り
固
定

ロ

ー
プ
を
利
用
し
て
高
度
を
上
げ
る
一

相
変
わ
ら
ず
風
は
強
く
、
帽
子
を
抑

え
な
が
ら
三
ノ
岳
の
頂
上
に
到
達
す

る
。
頂
上
は
木
々
に
囲
ま
れ
余
り
展

望
は
良
く
な
い
が
、
下
り
道
の
窓
か

ら
は

一
ノ
岳
と
後
方
の
英
彦
山
の
展

望
が
開
け
る
。
岩
壁
部
分
を
下
る
と

加
藤
さ
ん
が
待

っ
て
お
ら
れ

一
緒
に

野
峠

へ
と
向
か
う
。
利
用
者
が
余
り

な
い
の
か
登
山
道
は
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
残
置
テ
ー
プ
は
豊
富
で

一
気

に
野
峠

へ
と
下

つ
た
。

野
峠
で
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
る
間

に
、
薬
師
峠
に
帰
着
し
た
先
行
パ
ー

テ
イ
ー
の
車
で
英
彦
山
野
営
場

へ
と

向
か
う
。

野
営
場
に
全
員
が
集
合
し
た
後
バ

ー
ベ
キ

ュ
ー
の
用
意
、
小
竹
さ
ん
の

手
配
で
調
達
し
た
ホ
ル
モ
ン
や
山
海

の
珍
味
に
ビ
ー
ル

・
日
本
酒

・
焼
酎

と
杯
が
空
き
、
加
藤
さ
ん
の
歌
声
が

雨
の
野
営
場
に
響
き
渡
り
い
つ
も
の

夜
は
更
け
て
い
っ
た
。

翌
日
は
二
陀
山
に
登

っ
た
。
随
分

前
に
飯
田
さ
ん
が
登
っ
た
そ
う
で
あ

る
が
ル
ー
ト
の
判
然
と
し
な
い
山
で

あ
る
。
沢
を
詰
め
た
と
こ
ろ
で
西
母

さ
ん
が
判
断
良
く
引
き
返
し
を
宣
言
。

残

っ
た
も
の
は
遮
二
無
二
急
登
を
続）

け
る
。
道
は
な
く
と
も
標
高
差
は
四
〇
〇

ｍ
程
、　
一
汗
か
い
て
昨
晩
の
ア
ル
コ

ー
ル
が
抜
け
る
頃
標
高
九
二

一
ｍ
の

頂
上
に
到
着
し
た
。
植
林
に
囲
ま
れ

た
展
望

の
な

い
山
で
は
あ
る
が
、

の

ん
兵
衛
に
と

つ
て
そ
ん
な
こ
と
は
ど

う
で
も
良
い
ら
し
い
。
屋
台
よ
ろ
し

く
店
開
き
が
お
こ
な
わ
れ
缶
ビ
ー
ル

の
破
裂
音
が
響
く
。

帰
路
は
巡
視
道
を
下
り
林
道
に
降

り
立

つ
。
天
候
の
回
復
し
た
大
分
空

港
に
む
か
う
途
中
、
守
実
温
泉
で
汗

を
流
し
、
特
産
の
地
鶏
焼
き
に
か
ぶ

り
つ
き
な
が
ら
生
ビ
ー
ル
に
喉
を
潤

す
。
今
回
も
雨
と
風
、
懇
親
会
と
今

ま
で
も
、
そ
し
て
今
後
も
続
く
で
あ

ろ
う
九
州
の
山
登
り
で
あ

っ
た
。

参
加
者
　
安
藤
、
安
部
、
飯
日
、
加

藤
、
小
竹
、
佐
藤

（秀
）
、
佐
藤

（
正
）
、
遠
江
、
戸
田
、
那
須
、
西

（あ
）
、
西

（孝
）
、
渡
部

、
ゲ
ス
ト
参
加
重
廣
恒
夫

今
回
の
月
例
山
行
報
告
は
、
ゲ

ス

ト
と
し
て
ご
参
加
頂
い
た
重
廣
恒
夫

さ
ん
に
特
別
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
帰
り
に
立
ち
寄

つ
た
、
山
国

町
の
守
実
温
泉
に
浸
か
り
な
が
ら
、

花
咲
い
た
話
題
の
中
で
、
こ
の
寄
稿

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
御
快
諾
頂
い

た
と
の
こ
と
。
忙
し
い
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
重

廣
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
致
し
ま

す
。

（
Ｋ

・
Ｉ
）

（七
月
月
例
山
行
報
告
）

園

田

暉

明

当
日

（
七
月
二
人
日
）
の
朝
、
山

の
友
人
で
あ
る
後
藤
さ
ん
の
車
に
同

乗
さ
せ
て
貰
い
、
サ
ニ
ー

・
ス
ポ
ー

ツ
に
五
時
直
前
到
着
。

四
台
ほ
ど
の
車
に
分
乗
し
て
直
ち

に
出
発
、
緒
方
町
の

「
原
尻
の
滝
」

道
の
駅
で
、
緒
方
町
一出
身
の
渡
部
さ

ん
等
が
合
流
。
　

　

・

県
道
緒
方
日
之
影
線
を
南
下
し
、

堂
の
内
で
右
折
大
規
模
林
道
宇
目
小

回
線
に
入
る
。
鳥
岳
ト
ン
ネ
ル
を
過

ぎ
、
祖
母
山

へ
と
続
ぐ
稜
線
を
左
に

見
な
が
ら
し
ば
ら
く
下
り
、
未
舗
装

区
間
を
過
ぎ
て
再
び
舗

装
と
な
る
橋

の
所
で
車
を
止
め
る
´

登
山
口
を
示
す
目‥
印
の
テ
ー
プ
を

探
し
、
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
同
所
の

舗
装
さ
れ
た
狭
い
林
道
に
入
る
。

（後
の
調
査
で
は
、
こ
の
場
所
は
正

規
の
登
山
口
か
ら
西
の
方
向
約
ニ
キ

ロ
の
地
点
。
）
二
〇
、○
メ
ー
ト
ル
程

進
ん
だ
砂
防
ダ
ム
の
手
前
で
駐
車
。

参
加
者
十

一
名
の
自
己
紹
介
の
後
、

七
時
に
登
山
開
始
。

砂
防
ダ
ム
の
左
下
か
ら
杉
林
の
中

に
入
り
、
日
印
の
テ
ー
プ
を
探
し
な

が
ら
、
稜
線
に
対
し
左
に
迂
回
し
て

進
み
、
途
中
二
つ
の
谷
を
渡

っ
て
、

九
時

一
〇
分
枝
尾
根
に
上
が
る
。

二
番
目
の
谷
で
は
、
何
人
か
の
方

が
、
前
日
の
台
風
で
増
水
し
た
流
れ

）

に
足
を
滑
ら
せ
、
又
、　
一
寸
し
た
連

絡
ミ
ス
で
、
西
、
佐
藤

（
正
）
、
阿

部
さ
ん
の
二
人
が
谷
を
渡
ら
ず
に
頂

上
を
目
指
す

こ
と
と
な

っ
た
。

尾
根
は
自
然
林
で
、
視
界
も
開
け

て
心
が
和
む
が
、
日
印
の
テ
ー
プ
は

依
然
と
し
て
な
く
、
安
部
さ
ん
は
、

日
印
の
た
め
、
小
さ
な
樹
木
の
先
端

を
折

っ
て
お
り
、
安
藤
さ
ん
も
心
配

な
様
子
。

少
し
進
む
と
小
さ
な
ピ
ー
ク

（高

度
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
私
の
安
物

の
高
度
計
の
値
で
、
約
二
〇
メ
ー
ト

ル
高
く
な

っ
て
い
た
こ
と
が
後
で
分

か
る
。
）
で
、
そ
の
先
は
、
急
に
落

ち
込
ん
で
お
り
、
更
に
そ
の
前
方
に

は
い
く

つ
か
の
枝
尾
根
と
稜
線
が
見

え
進
行
の
容
易
で
な
い
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
　
　
　
　
　
安
藤
さ
ん
か
ら

「
ル
ー
ト
が
不
明
の
ま
ま
進
ん
で
は

迷
惑
を
掛
け
る
。
」
と
リ
タ
イ
ァ
の

話
が
あ
り
、
女
性
の
阿
部
、
安
藤
さ

ん
と
世
話
役
と
し
て
安
部
さ
ん
が
下

山
。

（安
藤
さ
ん
か
ら
安
全
登
山
の

鉄
則
を
教
わ
り
ま
し
た
。
）

残

っ
た
の
は
、
渡
部
、
石
川
、
佐
藤

（
秀
）
、
後
藤
、
私
の
五
名
。
下

っ

た
尾
根
は
直
ぐ
に
上
り
と
な
り
、
さ

ら
に
進
む
と

一
面
の
笹
が
現
れ
、
か

き
分
け
て
進
む
が
、
樹
木
も
大
き
く

原
生
林
ら
し
く
な

っ
て
心
が
高
ま
る
。

一
〇
時
五
分
、
左
か
ら
上
が

っ
て
く

る
広
い
尾
根
に
合
流
。
稜
線
に
向
か

っ
て
左
に
迂
回
し
た

コ
ー
ス
を
と

っ

た
こ
と
か
ら
、
右
に
進
む
。
三
〇
分

程
進
み
、
高
度
九
七
〇
メ
ー
ト
ル
に

な

っ
た
が
倉
木
山

（
九
二
三
メ
ー
ト

ル
）
は
現
れ
ず
、
既
に
過
ぎ
て
い
る
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の
で
は
な
い
か
と
、
地
図
を
見
る
。

先
行
の
佐
藤
、
渡
部
さ
ん
の
呼
び

声
で
、
さ
ら
に
進
む
と
、
一昌
度
千
メ

ー
ト
ル
程
の
地
点
で
、
左
側
の
沢
の

向
こ
う
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
斜
面

に
少
し
石
垣
が
見
え
、
山
中
の
人
工

物
で
林
道
が
あ
る
と
思
う
。

地
図
で
確
認
す
る
と
、
前
障
子
岩

の
相
当
手
前
、　
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

位
の
尾
根
に
符
合
す
る
箇
所
が
あ

っ

た
。

（途
中
下
山
と
な

つ
た
安
部
さ

ん
か
ら
、
前
日
、
地
図
を
頂
き
、　
コ

ー
ス
の
説
明
を
し
て
頂
い
た
際
、
上

畑
部
落
か
ら
前
障
子
岩
の
途
中
ま
で

林
道
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
こ
と
か

ら
気
づ
い
た
も
の
。
安
部
さ
ん
に
感

謝
。
）
渡
部
、
佐
藤
さ
ん
の
高
度
計
も

一

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
と
な

っ
て
お
り
、

倉
木
山
を
過
ぎ
た
地
点
に
い
る
こ
と

に
納
得
、
進
行
を
中
止
。

別
行
動
の
西
さ
ん
達
に
、
携
帯
電
話

を
掛
け
る
と
稜
線
に
向
か
つ
て
尚
も

登

っ
て
い
た
。
　

（結
局
稜
線
に
到

着
で
き
ず
に
下
山
し
た
と
の
こ

と
。
）
昼
食
を
済
ま
せ
て

一
一
時

一
〇
分
、

倉
木
山
に
向
け
出
発
、
途
中
か
ら
元

来
た
ル
ー
ト
に
別
れ
を
告
げ
て
、
大

き
な
尾
根
を
北
東
に
下
る
。

高
度
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
に
な
り
、

杉
林
の
中
を
ほ
ぼ
水
平
に
進
む
と
、

尾
根
が
少
し
高
く
な
っ
て
お
り
山
頂

で
は
と
期
待
が
膨
ら
む
が
ダ
メ
。

こ
こ
で
尾
根
は
二
つ
に
分
か
れ
、

右
側
は
少
し
進
ん
で
か
ら
、
左
側
は

直
ぐ
に
、
共
に
大
き
く
下
が

っ
て
お

り
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
が
漂
う
。

こ
こ
は
樹
木
に
遮
ら
れ
眺
望
は
き

い〔̈ぼ̈
こ感っ韓も一た一］蟻いは枷ヽ　』】睾常い中｛い̈̈
一̈串｝

出
発
地
点

へ
引
き
返
そ
う
と
し
て

い
た
矢
先
、
左
の
尾
根
を
調
べ
て
い

た
佐
藤
さ
ん
か
ら
前
方
に
ピ
ー
ク
が

あ
る
と
の
連
絡
が
入
り
、
そ
ち
ら
に

向
か
う
。

三
〇
メ
ー
ト
ル
程
下
が

っ
た
後
、

樹
木
の
中
を
ほ
ぼ
水
平
に
進
む
と
目

の
前
に
垂
直
状
の
岩
峰
が
現
れ
る
。

岩
に

へ
ば
り
付
く
よ
う
に
し
、
て
最

後
尾
で
頂
上
に
着
い
た
が
、
標
識
は

無
く
失
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
行

の
４
人
か
ら
大
声
で
呼
ば
れ
る
。

下
り
ぎ
み
に

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程

進
む
と
、
台
地
状
の
杉
林
の
中
に
倉

木
山
の
標
識
と
三
角
点
が
あ

っ
た
。

一
二
時
四
〇
分
で
あ
っ
た
。

歳
を
し
て
直
ち
に
下
山
開
始
。

勾
配
の
緩
や
か
な
広
い
尾
根
を
烏

岳
方
向

へ
進
む
と
、
日
印
の
赤
い
テ

ー
プ
が
点

々
と
杉
等
に
巻
か
れ
て
い

る
。
二
〇
分
ほ
ど
で
、
主
尾
根
か
ら

別
れ
て
、
大
き
な
樫
等
の
照
葉
樹
林

の
あ
る
左
の
枝
尾
根
を
下
る
。

急
斜
面
で
崖

っ
ぶ
ち
の
所
も
あ
り
、

用
心
し
な
が
ら
進
む
と
、
勾
配
も
緩

や
か
と
な

つ
た
辺
り
か
ら
杉
林
と
な

る
。
道
も
は
っ
き
り
し
て
き
て
、
二
、

三
カ
所
水
量
の
多
い
谷
を
渡

っ
て
、

狭
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
林
道
に

入
る
。
少
し
進
ん
で

一
四
時

一
〇
分
、
朝

方
車
で
通

っ
た
大
規
模
林
道
に
出
た
。

こ
こ
が
登
山
口
で
あ
つ
た
。
　
汗
だ

く
に
な
り
、
下
界
の
暑
さ
を
味
わ
い

な
が
ら
四
〇
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
、

出
発
地
点
に
到
着
。

今
回
の
山
行
は
、
目
的
地
に
ス
ト

レ
ー
ト
に
は
着
け
な
か
つ
た
が
、
尾

根
が
多
く
変
化
に
富
ん
だ
地
形
の
原

生
林
の
中
を
歩
く
こ
と
が
出
来
た
上

に
、
頭
の
体
操
も
加
わ
り
、
大
変
心

地
よ
い
も
の
で
あ

っ
た
。

（目
的
を
果
た
せ
な
か
つ
た
方

々
、

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
）

参
加
者
　
安
藤
、
安
部
、
阿
部

（和
）
、
伊
賀
、
石
川
、
後
藤
、
佐

藤

（秀
）
、
佐
藤

（正
）
、
園
田
、

西
、
渡
部（九

月
月
例
山
行
報
告
）

牧

野

信

江

九
月
二
十
九
日

（日
曜
）
午
前
五

時
に
サ

ニ
ー
を
出
発
。
車
三
台
に
分

乗
し
飯
田
さ
ん
の
先
導
で
鋸
山
登
山

口
を
過
ぎ
、
県
道
二
十

一
号
線
を
北

に
向
か
い
ま
し
た
。
屋
山
が
朝
霧
の

中
に
三
角
形
で
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。

伊
美
山
の
登
山
口
に
は
六
時
四
十
五

分
に
着
き
ま
し
た
。
三
畑
と
い
う
集

落
で
、
家
が
数
軒
あ
り
、
道
ば
た
に

車
を
と
め
ま
し
た
。

七
時
前
に
出
発
。
民
家
の
横
を
通

つ
て
、　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
道
を

一

二
十
分
ほ
ど
登
る
Ｌ
、
竜
ガ
谷
無
線

中
継
所
に
着
き
ま
し
た
。
そ
の
す
ぐ

裏
手
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
こ
か
ら
ヤ
ブ

の
切
り
分
け
を
下
る
と
鞍
部
に
古
い

峠
道
が
あ
り
ま
し
た
。
峠
か
ら
岩
の

多
い
稜
線
を
登
り
、
八
時
に
五

一
六

ｍ
の
伊
美
山
に
着
き
、
さ
ら
に
け

つ

こ
う
な
ヤ
ブ
こ
ぎ
で
、　
一
旦
鞍
部
に

下
り
、
さ
ら
に
ヤ
ブ
こ
ぎ
し
な
が
ら

登
っ
て
、
人
時
三
〇
分
に
四
九
六
．

七

ｍ
の
二
等
三
角
点
に
着
き
ま
し
た
。

赤
い
テ
ー
プ
の
目
印
は
あ

っ
た
の

で
す
が
、
私
自
身
は
入
り
口
も
よ
く

わ
か
ら
ず
、
途
中
も
ど
こ
を
歩

い
て

い
る
の
か
見
当
が

つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
後
か
ら
歩
く

の
み
で
し
た
。
三
角
点
の
山
頂
か
ら

は
、
南
側
の

一
方
向
の
み
が
遠
望
で

き
ま
し
た
。
西
さ
ん
は

「
三
度
と
来

な
い
」
と
言
い
つ
つ
、
キ
ャ
ッ
ホ
ー

を
叫
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

帰
路
は
鞍
部
か
ら
古
い
峠
道
を
下

り
、
さ
ら
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
の
途

中
に
出
て
、
九
時
二
十
五
分
に
車
の

所
に
戻
り
ま
し
た
。

次
は
黒
木
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

金
ガ
峠
に
車
を
と
め
、
十
時
ち
ょ
う

ど
に
出
発
。
ま
た
登
山
口
の
目
印
の

な
い
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
横
か
ら
急

な
崖
を
登
り
始
め
ま
し
た
。
帰
る
と

き
に
、
安
部
先
生
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

に
赤
い
テ
ー
プ
を
貼

っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
山
の
中
に
入

っ
て
歩
い
て
み
る
と
、

稜
線
伝
い
で
ヤ
ブ
も
な
く
、
赤
い
テ

ー
プ
も
ち
や
ん
と

つ
い
て
い
て
、
照

葉
樹
林
の
中
の
歩
き
や
す
い
道
で
し

た
。
本
の
幹
に
鹿
が
角
を
こ
す
り
つ

け
た
跡
が
あ

っ
た
り
、
猪
の
ぬ
た
場

が
あ

っ
た
り
し
ま
し
た
。
鹿
の
警
戒

音
で
は
と
い
う
、
キ
ー
ン
と
し
た
高

い
鳴
き
声
も
耳
に
し
ま
し
た
。

五
〇
四

ｍ
の
小
ピ
ー
ク
に
十
時
三

十
五
分
に
到
着
。
こ
こ
で
小
休
上
の

あ
と
、
十

一
時
十
五
分
に
黒
木
山
の

四
等
三
角
点
の
あ
る
と
こ
ろ
に
着
き

ま
し
た
。

見
晴
ら
し
は
き
か
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
照
葉
樹
林
の
中
に
、
苔
む
し

た
大
き
な
岩
が
積
み
重
な

っ
て
、
と

て
も
感
じ
の
よ
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

岩
の
上
で
ゆ
っ
く
り
食
事
を
し
て
、

写
真
も
撮
り
、
ヤ
ッ
ホ
ー
も
し
て
、

下
山
開
始
で
す
。

十
二
時
二
十
紛
喜
輸
ガ
峠
に
戻
り

着
き
、
帰
り
は
夷
　
谷
温
泉
に
寄
り

ま
し
た
。
赤
茶
色
の
温
泉
で
ゆ

っ
た

り
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
田
村

-3-



沓
掛
で
、
豊
の
国
名
水
に
指
定
さ
れ

て
い
る
清
水
寺
の
水
を
汲
ん
で
帰
り

ま
し
た
。

道
脇
に
は
彼
岸
花
な
ど
が
美
し
く

咲
い
て
い
ま
し
た
。
気
温
は
二
十
六

度
ほ
ど
で
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
汗

も
よ
く
か
い
た

一
日
で
し
た
。
大
分

に
帰
り
着
い
た
の
は
午
後
三
時
半
頃

で
し
た
。

参
加
者
　
安
部
、
飯
田
、
佐
藤

（秀
）
、
遠
江
、
西
、
牧
野

文
責

　
星
子
貞
夫

期
日
　
一
一〇
〇
二
年
二
月
八
日
―

一

三
日

場
所
一南
人
ガ
岳
　
一
一人
九
九
，
ニ
メ

ー
ト
ル

メ
ン
バ
ー
一　
星
子
、
境
、
池
辺
、
長

澤
、
村
上
　
以
上
５
名

九
日
の
夕
刻
二
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

荷
物
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
行
者
小
屋

の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
着
い
た
時
は

す
で
に
六
〇
余
張
の
テ
ン
ト
で
満
杯

で
あ

っ
た
。
斜
面
の
い
く
ら
踏
ん
で

も
固
ま
ら
な
い
新
雪
を
よ
う
や
く
圧

雪
し
二
張
り
の
テ
ン
ト
を
設
営
す
る
。

一
〇
日
早
朝
に
出
発
し
赤
岳
鉱
泉

を
通
っ
て
硫
黄
岳
む
か
う
。
大
同
心
、

小
同
心
の
岩
峰
を
右
手
に
望
み
な
が

ら
シ
ラ
ビ
ソ
の
林
の
中
を
ト
レ
ー
ス

に
沿

っ
て
歩
き
、
森
林
が
切
れ
た
所

で
急
斜
面
を
乗
り
切
る
と
硫
黄
岳
の

稜
線
に
で
る
。
突
然
強̈
風
に
曝
さ
れ

フ
０

。硫
黄
岳
の
山
頂
は
立

っ
て
居
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
強
風
で
あ
り
、
村
上
氏

の
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
事
も
あ

っ

て
、
縦
走
を
断
念
し
て
行
者
小
屋
に

下
る
こ
と
に
す
る
。

一
一
日
も
小
雪
の
ち
ら

つ
く
天
候

だ
が
、
意
を
決
し
て
中
岳
と
阿
弥
陀

岳
の
鞍
部
か
ら
赤
岳
、
横
岳
、
硫
黄

岳
と
逆
縦
走
す
る
。

阿
弥
陀
岳
の
斜
面
を
右
手
に
見
上

げ
な
が
ら
、　
一
晩
中
降
り
続
い
て
す

つ
ぱ
り
と
雪
を
被

っ
た
シ
ラ
ビ
ソ
の

林
の
中
の
、
消
え
た
ト
レ
ー
ス
を
辿

る
と
左
手
に
、
文
二
郎
尾
根
を
登
る

人
の
姿
が
見
え
る
。

雲
は
低
く
垂
れ
て
山
々
の
姿
は
み

え
な
い
。
や
が
て
前
方
に
稜
線
が
近

づ
い
て
く
る
、
中
岳
と
阿
弥
陀
岳
の

鞍
部
で
あ
る
。
夏
道
と
異
な
り
行
者

小
屋
か
ら
ル
ン
ゼ
を
直
登
し
鞍
部
に

上
が
る
。

人
ガ
岳
の
主
峰
赤
岳
に
続
く
中
岳

の
稜
線
は
東
側
が
鋭
く
切
れ
落
ち
て
、

西
風
で
成
長
し
た
雪
庇
の
先
端
が
淡

い
陽
光
に
輝
い
て
、
稲
妻
の
よ
う
に

空
を
切
り
裂
い
て
伸
び
て
い
る
。

新
雪
の
稜
線
は
膝
ま
で
潜
る
ラ
ッ

セ
ル
で
あ
る
。
気
温
マ
イ
ナ
ス
二
〇

度
で
乾
燥
し
た
雪
は
抵
抗
が
少
な
い
。

雪
庇
を
踏
み
は
ず
さ
な
い
よ
う
に
細

心
の
注
意
を
し
な
が
ら
中
岳
の
ピ
ー

ク
に
立

つ
。
こ
こ
か
ら
主
峰
赤
岳
の

山
頂
ま
で
は
幅
の
広
い
山
腹
で
、
雪

の
積
も
っ
た
こ
の
季
節
は
ど
こ
で
も

歩
け
る
。
頂
上
直
下
の
ク
サ
リ
場
を

過
ぎ
れ
ば
山
頂
で
あ
る
。
祠
の
前
で

自
然
に
手
を
あ
わ
せ
る
。

）

山
頂
小
屋
の
テ
ラ
ス
で
充
分
に
体

養
を
と
り
、
横
岳
に
向
か
っ
て
斜
面

を
く
だ
る
。
稜
線
を
越
え
て
西
か
ら

小
雪
ま
じ
り
の
強
風
が
吹
き
付
け
る
。

富
士
山
よ
り
も
寒
く
は
な
い
け
れ
ど

深
い
雪
と
鋭
い
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
の
連

続
だ
。
正
面
か
ら
吹
き
付
け
る
吹
雪

で
ゴ
ー
グ
ル
の
中
に
も
雪
が
積
も
り
、

ゴ
ー
ク
ル
を
は
ず
し
て
裸
眼
に
な
る

と
眼
球
を
雪
が
叩
く
。
ホ
ワ
イ
ト
ア

ウ
ト
に
な

っ
て
道
を
失
い
、
日
を
見

開
い
て
方
向
を
見
極
め
る
。
吹
雪
で

や
や
も
す
れ
ば
ト
レ
ー
ス
が
か
き
消

さ
れ
て
い
る
。
腰
の
高
さ
の
ク
サ
リ

も
足
元
に
埋
ま

っ
て
い
る
。

地
蔵
尾
根
の
出
会
い
か
ら
二
十
三

夜
峰
、
日
ノ
岳
、
　

鉾
岳
、
石
尊
峰
、

三
叉
峰
、
そ
し
て
奥
の
院
の
横
岳
主

峰
と
緊
張
の
連
続
だ
。

や
が
て
ソ
マ
ゾ

エ
尾
根
を
右
に
見

て
過
ぎ
る
と
、
道
は
高
原
歩
き
と
な

り
、
柵
に
導
か
れ
て
大
ケ
ル
ン
を
二
，

三
個
過
ぎ
る
と
、
な
だ
ら
か
な
硫
黄

岳
の
頂
上
に
た
つ
。
右
手
は
火
口
壁

が
垂
直
に
切
れ
落
ち
て
い
る
。
こ
の

頃
よ
り
黒
雲
の
底
辺
が
高
く
な
り
、

よ
う
や
く
権
現
岳
ま
で
見
通
せ
る
よ

う
に
な
る
。

テ
ン
ト
場
に
帰
る
と
行
者
小
屋
周

囲
の
テ
ン
ト
は
全
て
無
く
な
り
、
小

屋
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
無
人

と
な

つ
て
い
る
。

夕
方
か
ら
叉
雪
が
降
り

一
晩
中
降

り
続
く
。

持
参
し
た
酒
は
昨
夜
す
べ
て
飲
ん

で
し
ま
い
、
今
夜
は
寂
し
く
寝
る
。

一
二
日
、
幸
い
昨
夜
の
雪
も
夜
半
に

止
み
、
撤
収
作
業
も
楽
で
あ
る
。

下
山
道
は
膝
ま
で
も
ぐ
る
新
雪
だ

が
、
乾
燥
し
た
紛
雪
で
ラ
ッ
セ
ル
も

楽
で
あ
る
。

シ
ラ
ビ
ソ
の
枝
も
す

っ
ぽ
り
と
雪

を
被
り
、
本
の
温
も
り
で
溶
け
た
雫

が
三
〇
セ
ン
チ
も
の
長
さ
の
ツ
ラ
ラ

に
伸
び
て
、
ま
る
で
魔
女
の
爪
の
よ

う
に
葉
の
先
端
か
ら
無
数
に
下
が
っ

て
い
る
。
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返

っ
た

雪
の
森
は
静
か
で
幽
玄
の
空
間
で
あ

２０
。

一九

分
責
　
星
子
貞
夫

北
ア
ル
プ
ス
扇
沢
１
新
穂
高

期
日
　
人
月
二
五
‐
九
月

一
日

メ
ン
バ
ー

星̈
子
貞
夫
、
池
辺
明
美

コ
ー
ス
タ
イ
ム
　
　
ヽ

人
月
二
七
日
晴
後
ガ
ス
一大
沢
小
屋
発

輌
工
守
蓮
華
岳
着
９
８
‐
北
葛
岳
に
・

卜
？
七
倉
岳
Ｎ
８
「
船
窪
小
屋
９
８

人
月
二
人
日
快
晴
後
ガ
ス

船̈
窪
小
屋

発
９
８
‐
水
場
発
０
し
？
不
動
岳
Ｇ
０

８
じ
〓
ζ
？
南
沢
岳
ｒ
【Ｔ
烏
帽
子

小
屋
着
Ｎ
工
『

人
月
二
九
日
快
晴
一烏
帽
子
小
屋
発
ｐ

卜
？
二
つ
岳
，
ふ
‐
野
口
五
郎
小
屋
Ｐ

ω守
野
口
五
郎
岳
Φも
？
水
晶
小
屋
‐

岩
苔
乗
越
‐
黒
部
源
流
発
い
ら
？
三

俣
山
荘
着
ド
鶴

人
月
二
〇
日
快
晴
後
ガ
ス
三
二
俣
山
荘

発
９
ら
‐
双
六
小
屋
着
”
８
発
０
３
ｏ

ｌ
弓
折
岳
８
Ｌ
？
抜
戸
分
岐
ｒ
い守

笠
ケ
岳
山
荘
∞
３
７
笠
往
復
，
３

人
月
二

一
日
快
晴
一笠
ケ
岳
山
荘
発
”

卜
？
杓
子
平
発
０
し
？
新
穂
高
登
山

口
着
”
８

記
事年
齢
を
感
じ
る
山
旅
で
あ
っ
た
が
、

雲
の
平
に
続
き
自
分
の
地
図
の
空
自

地
帯
を
歩
き
、
待
望
の
笠
ケ
岳
に
登

っ
て
大
満
足
で
あ
る
。
叉
少
し
自
信

が
で
て
セ
ー
ブ
し
な
い
と
い
け
な
い

か
も
知
れ
な
い
。

ユ
ニ
ー
ク
な
山
小
屋
は
大
沢
小
屋
。

此
処
は
お
や
じ
が
変
わ
り
者
で
あ
る

が
根
は
善
人
で
あ
る
。
朝
食
の
あ
ま

り
の
ご
飯
で
大
き
な
お
握
り
を
た
だ

で
二
個
作
る
。
梅
干
ま
で
く
れ
た
。

こ
の
時
期

「針
の
木
」
の
雪
渓
も

や
せ
て
小
さ
い
。
針
の
本
の
コ
ル
で

一
体
み
し
て
蓮
華
岳
に
む
か
う
。
蓮

華
岳
の
コ
マ
ク
サ
が
可
憐
で
可
愛
い
。

彼
女
は
ほ
か
の
草
花
の
日
陰
を
き
ら

つ
て
、　
一
人
ガ
レ
石
の
日
な
た
に
咲

い
て
い
る
の
だ
。
そ
の
根
は
水
を
求

め
て

一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
深
い
。

初
日
の
せ
い
か
体
が
だ
る
い
。
北
葛

岳
、
七
倉
岳
の
ア
ッ
プ

・
ダ
ウ
ン
に

う
ん
ざ
り
し
な
が
ら
、
船
窪
小
屋
に

着
く
。
船
窪
小
屋
は
ア
ト
ホ
ー
ム
な
小
屋

で
あ
る
。
五
，
六
人
の
泊
ま
り
客
と

小
屋
の
主
人
や
従
業
員
達
と
囲
炉
裏

を
囲
ん
で
夜
遅
く
ま
で
雑
談
す
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
シ
ェ
ル
パ
が

一
人
手
伝

い
を
し
て
い
て
、
民
謡
を
歌

っ
て
き

か
せ
る
。
料
理
娘
が
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
で

ホ
ル
ク
ロ
ー
レ
の

「
コ
．ン
ド
ル
は
飛

ん
で
い
る
」
を
演
奏
し
て
く
れ
る
。

宿
帳
に
先
日
泊
ま

っ
た
児
玉
さ
ん
の

記
録
が
あ

っ
た
。
此
処
は
水
汲
み
が

不
便
で

一
リ
ツ
ト
ル
二
〇
〇
円
で
あ

る
。
船
窪
小
屋
の
水
場
は
危
険
で
あ
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る
。　
一
歩
誤
る
と
命
の
保
証
は
無
い
。

真
直
ぐ
に
高
瀬
ダ
ム
の
転
落
す
る
。

船
窪
小
屋
の
夜
明
け
は
す
ば
ら
し

い
。
槍

。
前
穂

。
西
岳

。
大
天
丼

。

燕
の
シ
ル
エ
ツ
ト
が
薄
紅
色
に
染
ま

っ
た
夜
明
け
の
空
に
浮
か
ぶ
。
歩
を

進
め
る
と
や
が
て
眼
下
に
高
瀬
ダ
ム

湖
が
細
長
く
光
っ
て
み
え
る
。　
一
九

九
六
年
四
月
、
雪
の
北
鎌
尾
根
を
歩

い
た
時
、
あ
の
ダ
ム
の
ほ
と
り
を
歩

い
て
入
山
し
た
の
だ
っ
た
。

蓮
華
岳
か
ら
不
動
岳
ま
で
は
難
路
で

あ
る
。
と
い
つ
て
も
特
に
困
難
で
は

な
い
が
、
足
下
の
片
側
が
崩
壊
し
て

い
て
危
険
で
あ
る
。
南
沢
岳
か
ら
烏

帽
子
岳
に
至
る
尾
根
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
池
塘
が
あ
り
、
お
り
し
も
立
ち

込
め
た
霧
の
た
め
対
岸
が
見
え
ず
、

妖
気
が
漂

っ
て
い
る
。
盛
夏
に
咲
き

誇
っ
た
花
々
の
名
残
が
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
。
烏
帽
子
小
屋
に
も
水
は
無
い
。
す

べ
て
天
水
で
あ
る
。
此
処
か
ら
は
登

山
客
も
増
え
て
く
る
。
○
○
社
の
ツ

ア
ー
と
言

っ
た
具
合
で
あ
る
。

南
沢
岳
か
ら
野
口
五
郎
岳
の
稜
線

は
白
い
花
商
岩
の
道
で
あ
る
。
小
屋

を
早
朝
に
出
た
の
で
、
逢
う
人
も
無

く
、
静
か
な
山
旅
で
あ
る
。
遠
く
剣

・
立
山

・
浄
土

・
五
色
が
原

。
薬
師

。
そ
し
て
黒
部
の
東
沢
を

へ
だ
て
て

水
晶

。
赤
牛
の
稜
線
を
見
、
振
り
返

れ
ば
針
の
木
、
蓮
華
、
と
後
立
山
連

峰
が
望
見
さ
れ
る
。

水
晶

。
わ
り
も

。
鷲
羽
は
先
年
登

っ
た
の
で
割
愛
し
、
岩
苔
乗
越
か
ら

黒
部
の
源
流
に
下
り
、
三
俣
山
荘
に

登
り
か
え
す
。

）

三
俣
山
荘
の
周
囲
は
輝
く
緑
の
這

松
の
海
で
あ
る
。
水
も
豊
富
で
ワ
イ

ン
も
最
高
で
あ

っ
た
「
弓
折
岳
か
ら

笠
ケ
岳
は
姿
が
見
え
て
い
て
遠
い
。

笠
ケ
岳
山
荘
は
モ
レ
「
ン
の
上
に
あ

る
。
新
築
で
ホ
テ
ル
並
の
お
よ
そ
山

小
屋
ら
し
か
ら
ぬ
装
い
で
あ
る
。
し

か
し
こ
こ
も
天
水
で
賄

っ
て
い
る
。

笠
ケ
岳
の
山
頂
は
長
細
く
、
山
荘
か

ら
モ
レ
ー
ン
の
道
を
１
５
分
の
距
離

で
あ
る
。
あ
い
に
く
ガ
ス
の
た
め
視

界
は
ゼ
ロ
で
あ
つ
た
。

笠
ケ
岳
か
ら
の
下
り
は
長
い
。
日

の
出
前
に
山
荘
を
で
て
ラ
イ
ト
を
頼

り
に
モ
レ
ー
ン
を
く
だ
る
。
杓
子
平

で
朝
日
に
輝
く
笠
ヶ
岳
と
黒
い
怪
物

が
長
く
横
た
わ
っ
た
よ
う
な
槍

・
西

穂
の
姿
を
見
納
め
に
し
て
、
長
い
下

り
を
新
穂
高
登
山
口
に
く
だ
る
。

全
行
程
快
晴
の
夜
明
け
を
む
か
え

午
後
か
ら
ガ
ス
の
舞
う
日
も
あ

つ
た

が
天
気
に
恵
ま
れ
て
快
適
な
山
旅
で

あ

っ
た
。
複
式
呼
吸
と
ト
グ
ル
歩
行

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
繰
り
返
し
、
水
を

ニ
リ
ッ
タ
ー
、
糖
分
と
炭
水
化
物
を

二
時
間
ご
と
に
補
給
し
、
年
齢
に
ふ

さ
わ
し
い
速
さ
で
歩
い
た
。

一九

出
男
擬
き
「茅
ヶ

岳
穴
喜
塁
ヽ
ど
）
ヘ

蓮

谷

義

雄

昨
年
九
月
東
京
に
長
期
滞
在
の
機

会
が
あ
り
、
日
曜
日
に
ｒ
一
セ
人
ッ
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
山
梨
県
の
茅
ヶ

岳
に
山
行
し
た
。

宿
舎
の
最
寄
り
駅
か
ら
中
央
線
韮

崎
駅
に
早
く
着
く
の
は
普
通
電
車
で

あ
る
。
早
朝
四
時
に
起
床
し
、
現
地
の
天

候
を
確
認
し
て
出
発
。

休
日
で
も
あ
り
車
内
は
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
登
山
者
が
多
か
っ
た

が
、
か
な
り
の
登
山
者
が
大
月
ゃ
甲

府
で
乗
り
換
え
て
い
っ
た
。

隣
り
合
わ
せ
に
な

つ
た
中
年
の
登

山
者
は
百
名
山
を
登
り
終
え
、
ホ
ー

ム
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
関
東
周
辺
の
山

歩
き
を
楽
し
む
境
過
で
、
こ
の
日
は

富
士
山
の
よ
く
見
え
る
三
つ
峠
に
向

か
う
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

午
前
八
時
半
こ
ろ
韮
崎
駅
着
。
駅

の
売
店
で
食
料
を
調
達
し
て
タ
ク
シ

ー
で
登
山
口
へ
向
か
う
。

登
山
口
に
は
、
駐
車
場
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
関
東
各
地
の
マ
イ
カ
ー

利
用
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
つ
て
い
る
。

午
前
九
時
過
ぎ
、
登
山
靴
の
紐
を

締
め
直
し
登
山
開
始
。
し
ば
ら
く
は

緩
い
勾
配
の
林
道
を
進
む
。
林
道
周

辺
に
は
、
開
拓
の
名
残
だ
ろ
う
か
朽

ち
た
炭
焼
き
窯
や
ト
ラ
ッ
ク
の
残
骸

が
点
在
す
る
。

林
相
は
、
カ
ラ
松
と
赤
松
だ
。
や

が
て
ト
リ
カ
プ
ト
が
日
に
付
く
よ
う

に
な
る
こ
ろ
登
山
路
は
林
道
か
ら
山

道
に
変
わ

つ
た
。

一
時
間
ほ
ど
で
、
登
り
が
き

つ
く

な
り
、
女
岩
到
着
。
こ
の
あ
た
り
で

標
高

一
三
〇
〇
米
程
度
。

女
岩
は
高
さ

一
〇
米
、
横
幅
二
〇

米
も
あ
る
よ
う
な
巨
岩
で
、
割
れ
目

一

か
ら
絶
え
間
な
く
清
水
が
流
れ
落
ち

て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ

ツ
ク
に
よ
れ
ば
、
水
場
は

茅

ヶ
岳
山
塊
に
こ
こ
だ
け
だ
そ
う
だ
。

何
と
も
美
味
い
水
で
あ
っ
た
。
ペ
ツ

ト
ボ
ト
ル
に
水
を
満
た
し
て
、
女
岩

を
右
に
巻
き
加
減
に
進
む
が
、
登
り

が
い
よ
い
よ
き

つ
く
な
る
。

や
が
て
稜
線
に
で
て
、
左
に
と
る
と

す
ぐ
深
田
久
弥
終
焉
の
地
を
示
す
標

柱
に
出
会
う
。
こ
の
あ
た
り
が

一
五

人
○
米
程
度
。
さ
ら
に
、
岩
を
よ
じ

る
よ
う
に
し
て
登
り
高
度
を
稼
ぐ
と

山
頂
に
で
た
。

展
望
は
、
北
に
尾
根
続
き
の
金
ヶ

岳
が
ガ
ス
の
中
に
見
え
隠
れ
す
る
程

度
、
眼
を
右
に
転
ず
れ
ば
金
峰
山
や

乾
徳
山
と
み
ら
れ
る
山
並
み
が
望
遠

さ
れ
る
。

ち
ょ
う
ど
昼
食
時
で
五
十
人
ほ
ど

の
登
山
者
が
昼
食
中
で
あ

つ
た
。

一
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
見

つ
け
て

腰
を
下
ろ
し
昼
食
に
す
る
。

隣
り
合
わ
せ
た
静
岡
県
か
ら
の
登

山
者
は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
観
賞
に

大
船
に
登
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
。昼
食
を
済
ま
せ
て
下
山
に
か
か
る

が
、
往
路
と
平
行
す
る
尾
根
の
ル
ー

ト
を
下
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
尾
根
の
立
木
は
防
火
帯
の
よ

う
に
麓
ま
で
伐
採
さ
れ
て
い
る
。

下
山
中
、
忘
れ
物
の
よ
う
に

一
輪

だ
け
咲
い
た

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
や
ト
リ

カ
プ
ト
が
日
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

高
度
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
山
名
の

由
来
で
あ
る
茅
を
か
き
分
け
た
り
の

下
山
と
な
つ
た
。

赤
松
林
の
中
を
下
り
深
田
記
念
公

園
の
前
を
抜
け
て
す
ぐ
で
登
山
口
に

無
事
到
着
。
記
念
公
園
の
碑
に
は
深

田
久
弥
の
言
葉
が
氏
の
筆
で
「百
の
頂

に
百
の
喜
び
あ
り
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

現
職
中
に
本
州
の
山
に
登
る
チ
ャ

ン
ス
は
二
度
と
な
い
だ
ろ
う
が
、　
大

分
県
と
そ
の
周
辺
の
山
頂
で
「百
の
頂

に
百
の
喜
び
あ
り
」
を
体
感
す
る
山
男

擬
き
を
決
め
込
む
こ
と
と
し
て
、
韮

崎
駅
の
高
架
ホ
ー
ム
か
ら
茅
ヶ
岳
に

別
れ
を
告
げ
た
。

中
央
線
利
用
の
日
帰
り
山
行
で
あ

つ
た
が
、
私
に
と

つ
て
山
岳
雑
誌
の

世
界
だ
け
で
あ

っ
た
本
州
の
山
々
が

身
近
に
な

つ
た

一
日
で
あ
つ
た
。

安

藤

セ

ツ

七
月

一
六
日

（月
曜
日
）

（九
日

目
）
天
気
快
晴

昨
夜
も
満
天
の
星
、
無
事
登
頂
を

終
え
た
面
々
は
美
し
い
空
を
堪
能
し

た
よ
う
だ
。
不
安
と
期
待
で
辿
り
着

い
た
Ｂ
Ｃ
四
日
間
お
世
話
に
な

っ
た

現
地
の
ス
タ
ッ
フ
に
お
礼
を
言

っ
て

手
を
振
り
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

早
朝
テ
ン
ト
の
裾
は
霜
で
フ
ア
ス

ナ
ー
を
開
く
時
、
ジ
ヤ
リ
ジ
ヤ
リ
と

音
が
し
た
が
、
太
陽
が
昇
る
に
つ
れ

て
暑
く
な
り
、
女
性
軍
日
焼
け
止
め

（
そ
の
Ｖ
）
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ク
リ
ー
ム
を
塗
る
。
体
調
を
崩
し
た

Ｓ
さ
ん
は
馬
で
下
る
事
に
な

っ
た
。

復
路
の
余
裕
、
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ
の
群

落
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
、
草
イ
チ

ゴ
に
こ
れ
は
大
丈
夫
だ
の
、
お
腹
を

こ
わ
す
だ
の

「馬
が
食
わ
ね
え
か
ら

駄
目
」
の
結
論
が
出
た
り
楽
し
い
山

歩
き
と
な
る
。

パ
コ
ダ
が
見
え
て
来
る
と
美
し
い

草
原
は
終
る
。
パ
コ
ダ
と
タ
ル
チ
ョ

が
異
国
情
緒
を
添
え
、
針
葉
樹
と
の

間
に
四
姑
娘
山
の
美
し
い
姿
が
私
達

を
見
送
る
。
名
残
を
惜
し
み
こ
の
風

景
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
あ
と
は
山

道
を
下
る
の
み
。
思
い
思
い
に
花
を

撮
り
な
が
ら
下
つ
て
行

っ
た
。
登
山

口
に
着
き

「終
わ
つ
た
！
」
と
思

っ

た
か
ら
か
、
炎
天
下
ホ
テ
ル
ま
で
ト

ボ
ト
ボ
歩
く
足
取
り
は
重
か
っ
た
。

揚
さ
ん
と
は
ホ
テ
ル
前
で
お
別
れ
。

日
焼
け
し
た
笑
顔
が
素
敵
で
優
し
い

揚
さ
ん
に
謝
々
。

「西
瓜
で
す
よ
―
」
西
瓜
で
生
き
返

っ
た
。
こ
の
火
照

っ
た
足
を
海
子
・の

冷
た
い
流
れ
に
又
入
れ
た
ら
、
疲
れ

が
い
っ
ぺ
ん
に
取
れ
る
で
あ
ろ
う
等

と
叶
わ
ぬ
事
を
思

つ
た
。
午
後
、
バ

ス
で
臥
龍

へ
移
動
す
る
。
往
路
は
先

を
急
ぎ
停
ま
ら
な
か
つ
た
巴
郎
山
峠

四
．
三
二
〇
米
、
車
窓
か
ら
ア
ツ
モ

リ
草
、
ブ
ル
ポ
ピ
ー
が
見
え
よ
う
が
、

道
が
狭
く
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
止
ま

っ

て
く
れ
な
い
。
や

つ
と
止
ま
っ
て
く

れ
る
。
そ
れ
行
け
！

メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
プ

ニ
ケ
ア
、
赤

く
薄
い
花
び
ら
の
繊
細
な
芥
子
の
仲

間
。
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
ヘ
ン
リ
キ
ー
、

紫
色
の
優
美
な
芥
子
の
仲
間
。
メ
コ

ノ
プ
シ
ス

・
イ
ン
テ
グ
リ
フ
オ
リ
ア
、

黄
色
の
可
憐
な
花
芥
子
の
仲
間
。
メ

コ
ノ
プ
シ
ス
・
ホ
リ
ド
ニ
ラ
、
空
色

の
美
し
い
花
び
ら
、
青
い
芥
子
の
仲

間
。
青
い
芥
子
も
同
名
だ
が
草
丈
が

あ
り
花
が
沢
山

つ
い
て
い
る
。
青
い

芥
子
は
色
が
濃
く
花
数
が
少
な
い
。

自
然
の
中
で
花
を
撮
る
の
は
む
ず

か
し
い
、
し
か
も
短
時
間
で
揺
れ
る

花
を
三
脚
も
立
て
ず
に
撮
る
方
が
無

茶
だ
。
花
の
図
鑑
を
移
し
た
よ
う
な

花
畑
、
日
本
で
見
慣
れ
た
シ
オ
ガ

マ

系
、
フ
ウ

ロ
ウ
で
さ
え
色
濃
く
美
し

く
、

「ウ
ツ
ト
リ
」
と
し
て
し
ま
う
。

車
中
で
も
興
奮
覚
め
や
ら
ぬ
面
々
で

あ

っ
た
。

臥
龍
の
ホ
テ
ル
で
五
日
間
の
垢
を

落
と
す
「　
一
二
〇
元
で
全
身

マ
ッ
サ

ー
ジ
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
。

（昨

年
の
足
も
み
の
快
感
を
思
い
出
す
）

体
は
細
い
が
力
の
あ
る
娘
、
効
く
”

イ
テ
テ

・
・
・
は
太
股
と
脹
ら
歴
。

あ
と
は
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
私
は
三

五
分
位
だ

っ
た
と
、
同
室
の
Ｋ
さ
ん
、

他
の
人
は
五
〇
分
か
ら
六
〇
分
だ

っ

た
と
聞
く
。
サ
ボ

ツ
た
な
。
夢
も
見

ず
に
眠
り
込
ん
だ
。

夏
草
や
馬
の
食
む
口
お
か
し
け
り

荷
を
背
負
い
馬
は
夏
草
食
み
続
け

名
残
惜
し
タ
ル
チ
ョ
は
た
め
く

夏
野
か
な

夏
の
嶺
段
々
畠
の
南
蛮
花
せ
つ

七
月

一
七
日

（火
曜
日
）

（
一
〇
日

目
）
天
気
く
も
り

こ

五
日
ぶ
り
に
ベ
ツ
ド
で
充
分
眠
っ

た
の
に
成
都

へ
移
動
中
の
車
内
は
静

か
。
ト
イ
レ
休
憩
を
兼
ね
て
土
産
物

店
に
寄
る
、
そ
の
顔
は
皆
同
じ
顔
だ

が
店
に
入
る
と
目
つ
き
が
変
わ
り
、

身
振
り
手
振
り
で
値
段
の
交
渉
が
始

ま
る
。　
一
人
○
○
円
な
ら

ニ
セ
モ
ノ

で
も
い
い
か
と
水
晶
と
や
ら
の
ヘ
ツ

ド
を
買

っ
た
。
店
の
外
で
は
桃
売
り

と
の
値
段
の
交
渉
中
、
実
は
小
さ
い

が
甘
さ
は
充
分
で
あ

っ
た
。

成
都
博
物
館

へ
、
“
三
国
志
の
世

界
”
劉
備
、
関
羽
、
張
飛
、
諸
葛
孔

明
等
の
大
き
な
像
が
祀
ら
れ
て
い
た

が
、
遺
品
は
な
い
そ
う
だ
。
廟
を
ひ

と
回
り
し
て
外
に
出
る
。．
ム
シ
ア
ツ

イ
ナ
ア
ー
。
Ｚ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト

ヘ
、
筆
が
欲
し
い
人
、
お
酒
が
欲

し
い
人
、
フ
イ
ン
が
欲
し
い
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
売
場

へ
。
日
本
円
も
使
え

る
店
だ

っ
た
。
香
港
空
港
が
高
い
都

の
事
で
皆
か
な
り
の
お
買
物
。

最
後
の
晩
餐
、
薬
膳
料
理
店

へ
、

「今
日
は
山
田
潔
さ
ん
の
誕
生
日
で

す
」
大
き
い
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
が

運
ば
れ
て
き
た
。
い
き
な
り
天
丼
か

ら
生
バ
ン
ボ
か
と
見
回
す
程
迫
力
の

あ
る
音
が
流
れ
皆
を
驚
か
せ
た
。
こ

の
旅
三
度
目
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ

の
ご
相
伴
と
は
嬉
し
い
。
山
田
夫
人

目
頭
を
抑
え
て
い
た
。
ど
の
料
理
も

美
味
し
く
又
珍
し
く
、
こ
れ
ま
で
辛

い
！
油

っ
濃
い
―
等
と
不
服
の
多
か

っ
た
面
々
、
今
夜
ば

っ
か
り
は
大
満

足
で
、
大
い
に
飲
み
、
食
べ
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
の
で
す
。

ビ
ー
ル
よ
し
頭
と
骨
の
皿
の
魚

茄
子
胡
瓜
四
川
料
理
に
舌
鼓

せ
つ

七
月

一
人
日

（水
曜
日
）

（十

一
日

目
）
天
気
く
も
り
空
港
は
雨

成
都
空
港
が
八
時
十
五
分
と
早
い

の
で
五
時
起
床
、

ロ
ビ
ー
六
時
集
合
、

六
時
十
五
分
ホ
テ
ル
出
発
。
途
中
か

ら
ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
り
出
し
た
。

ふ
り
返
る
と
天
気
に
恵
ま
れ
た
か
ら

こ
そ
登
頂
で
き
た
五
，
〇
二
五
米
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
来
た
山
登

り
の
ご
褒
美
か
も
し
れ
な
い
と
思
う

し
、
気
持
ち
よ
く
送
り
出
し
て
く
れ

た
夫

へ
の
謝
々

・
・
・
。

夏
雨
や
会
う
は
別
れ
の

は
じ
め
と
は

夏
の
雨
翼
光
ら
せ
大
空
に

汗
ぬ
ぐ
う
こ
れ
よ
り
先
は
一
人
旅

達
成
を
土
産
に
翼
雲
の
峰

夏
の
夜
夢
う

つ
う
つ
と
バ
ス
走
るせ
つ

（一九
）

「
夏
休
み
登
山
」

児

玉

章

良

本
年
度
の
夏
休
み
は
、
登
山
専
門

委
員
長
が
変
わ

っ
た
せ
い
で
、
イ
ン

タ
ー

ハ
イ
に
行
け
な
い
し
、
佐
藤
先

生
と
昨
年
計
画
を
立
．て
た
北
海
道
も
、

新
婚
旅
行
の
関
係
で
行
け
そ
う
も
な

い
し
、
結
局
山
に
登
る
こ
と
も
な
い

と
思

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ

ヽ

始
ま
つ
て
み
る
と
早
々
に

「佐
賀

県
」
に
縁
が
あ

っ
て
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
っ
そ
く

「分
県
登
山
ガ
イ
ド

佐
賀
県
の
山

（山
と
渓
谷
社
）
」
を

買
い
込
み
、
計
画
を
立
て
た
。
佐
賀

大
和
市
を
拠
点
に
し
た
計
画
だ

つ
た
。

高
速
道
路
に
並
行
し
て
走
る
国
道
三

十

一
号
線
を
利
用
し
、
登
り
に
登

っ

た
。
杓
子
ケ
峰

（二
等
三
角
点
）
、

城
山

（勝
尾
城
趾
）

（四
等
）
、
九

千
部
山

（
二
等
）
、
石
谷
山

（三

等
）
、
鷹
取
山

（二
等
）
、
鎮
西
山
、

土
器
山

（四
等
）
、
日
ノ
隈
山
、
金

立
山

（
二
等
）
、
作
礼
山

（二
等
）
、

人
幡
岳

（
二
等
）
、
女
山

（船
山
）
、

眉
山

（二
等
）
、
城
山

（古
湯
城

趾
）
、
亀
岳

（二
等
）
、
笛
岳

（四

等
）
。
計

一
六
山
だ

つ
た
。
本
当
は

「天
山
」
と

「彦
岳
」
ま
で
予
定
し

て
い
た
が
、
日
程
の
関
係
で
残
念
し

た
。佐
賀
県
の
山
は
低
い
の
で
、
灼
熱

の
こ
の
時
期
は
か
な
り
こ
た
え
る
。

水
場
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
登
る
人
も

少
な
い
せ
い
だ
ろ
う
か
、
山
に
よ

つ

て
は
ま

っ
た
く
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

特
に
、
大
分
県
み
た
い
に
案
内
板

‥

指
導
標
、
山
頂
に
山
名
板
は
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。

「鷹
取
山
」
は
苦
労
し
て
登

っ
て

み
る
と
、
七
合
目
ぐ
ら
い
ま
で
立
派

な
車
道
が
上

っ
て
き
て
い
た
。
山
頂

標
識
も
立
派
な
も
の
が
あ

っ
た
が
、

逆
に
こ
の
山
の
三
角
点
は
草
の
中
に

埋
ま
っ
て
い
た
。

「眉
山
」
は
相
当

な
プ

ツ
シ

ュ
で
あ
る
。
楽
に
車
で
山

頂
ま
で
行
け
る
の
は

「九
千
部
山
」

1黎黎椰 響■黎暉鐵隧欝
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「日
ノ
隈
山
」

「金
立
山
」

「人
幡

岳
」
。
ほ
と
ん
ど
車
で
行
け
る
の
は

「作
礼
山
」

「城
山

（古
湯
城

趾
）
」

「亀
岳
」
。
逆
に
き
つ
い
の

は

「土
器
山
」

「女
山
」
で
あ
る
。

ま
た
今
回
は
、
行
く
山
、
行
く
山
で

大
蛇
と
対
面
で
き
た
。

残
り
の
夏
休
み
は
、
自
分
の
ク
ラ

ス
が
文
化
祭
で

一
人

一
冊

「山
の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

（二
重
町
か
ら
日
帰
り

で
き
る
里
の
山
）
」
を
作
る
と
い
う

こ
と
で
、
生
徒
を
連
れ
て
山
に
登

っ

た
。
武
山

（
二
等
、
野
津
町
）
横
岩

山

（四
等
、
自
杵
市
）
中
ノ
峰

（
二

等
、
直
川
村
）
今
城
山

（二
等
、
宇

目
町
）
朝
日
岳

（宇
目
町
）
城
山

（二
等
、
宇
目
町
）
板
戸
山

（二
等
、

宇
目
町
）
本
宮
山

（二
等
、
本
匠

村
）
石
鎚
山

（四
等
、
本
匠
村
）
。

計
九
山
だ

つ
た
。

合
計
す
る
と
二
十
五
山
。
少
し
物

足
り
な
か
つ
た
夏
休
み
だ

っ
た
。
し

か
し
、
終
盤
二
十
三
日

（金
）
か
ら

二
十

一
日
ま
で
、
ド
イ
ツ
‥
ス
イ
ス

‥
フ
ラ
ン
ス
に
行

っ
て
き
た
。
登
山

鉄
道
に
乗

っ
て
で
あ

っ
た
が
、

「
ア

イ
ガ
ー
」

‥

「
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

（
４

１
５
８

ｍ
）
」
と

「
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン

（
４
４
４
７
ｍ
）
」

「
モ
ン
テ
ロ

ー
ザ

（
４
６
３
４

ｍ
）
」
を
見
れ
た

の
は
幸
せ
だ

っ
た
。

囲
閑
圏
困
田
固
□
日
田
旧
回
団
日
園
幽
稜
が
見
え
る
。

誡
山
シ
リ
ー
ズ
（
口
）

飯

田

勝

之

小
野
市
の
城
山
（６
死
じ

前
回
の
西
山
の
城
山
に
続
い
て
、

今
回
も
宇
目
町
に
あ
る
城
山
で
あ
る
。

国
道
三
二
六
号
線
を
三
国
ト
ン
ネ
ル

か
ら
宇
目
町
に
は
い
る
と
、
右
手
に

連
な
る
小
表
山
や
鷹
ノ
巣
な
ど
の
ピ

ー
ク
群
の
、
東
の
端
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
ピ
ト
ク
が
今
回
紹
介

の
、
小
野
市
の
城
山
で
あ
る
。
地
図

上
に
城
山
の
標
記
は
あ
る
が
、
音
の

山
城
の
跡
等
に
ま

つ
わ
る
記
述
等
は

見
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
山
に
登
る
の
は
、
国
道
三
二

六
号
線
の
宇
目
町
小
野
市
越
野
か
ら

始
ま
る
、
大
規
模
林
道
宇
目
小
国
線

を
利
用
す
る
と
容
易
に
山
頂
に
立
て

る
。
同
林
道
を
梅
津
峠
に
向
か
っ
て

進
む
と
、
二
車
線
の
林
道
は
カ
ー
ブ

し
な
が
ら
少
し
づ

つ
高
度
を
上
げ
て

い
き
、
大
石
山
か
ら
小
表
山
に
つ
な

が
る
稜
線
を
横
切
る
峠
が
あ
り
、
道

は
そ
こ
か
ら
緩
い
下
り
に
な
る
。
こ

の
峠
か
ら
約

一
ざ
ほ
ど
手
前
の
、
道

が
ほ
ぼ
平
坦
に
な
る
と
こ
ろ
の
東
方

向
に
小
さ
く
盛
り
上
が
る
ピ
ー
ク
が

あ
る
。
こ
れ
が
城
山
で
、
林
道
を
登

つ
て
く
る
と
そ
の
五
〇
〇
日
ほ
ど
手
前

は
右
側
が
大
き
く
展
望
が
開
け
て
、

酒
利
岳
な
ど
の
眺
め
が
良
く
、
前
方

に
は
ご

つ
ご

つ
し
た
こ
の
城
山
の
岩

登
り
口
は
そ
の
ほ
ぼ
平
ら
な
あ
た

り
か
ら
取
り
付
く
と
良
い
が
、
登
路

は
な
い
の
で
、
ス
ギ
の
造
林
地
と
手

前
の
天
然
林
と
の
境
目
に
沿
っ
て
、

天
然
林
側
か
ら
踏
み
込
む
と
歩
き
や

す
い
。
平
坦
な
林
内
を
前
方
の
峰
に
向
か

っ
て
踏
み
込
む
と
、
ス
ギ
の
造
林
地

と
な
り
傾
斜
が
き
つ
く
な
る
。
左
上

の
稜
線
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
く
と
、

林
道
か
ら

一
〇
分
ほ
ど
で
小
さ
な
鞍

部
に
着
く
。
鞍
部
の
東
側
は
急
に
切

れ
落
ち
て
い
る
の
で
、
右

（南
）
に

向
か
っ
て
進
む
。
右
は
造
林
地
、
左

は
天
然
林
の
境
を
、
稜
線
に
沿

っ
て

数
分
登
る
と
岩
の
多
い
急
な
斜
面
に

行
き
当
た
り
、
そ
こ
よ
り
上
は
天
然

林
と
な
る
。

急
な
斜
面
の
登
り
や
す
い
所
を
選

ヽ

ん
で
、
岩
や
木
の
幹
や
枝
に
つ
か
ま

り
な
が
ら
登
る
と
、
す
ぐ
に
や
や
緩

や
か
な
稜
線
上
と
な
る
。
進
路
を
や

や
左

（東
）
向
き
変
え
な
が
ら
稜
線

を
進
む
と
、
ほ
ど
な
く
東
西
に
長
い

頂
上
の

一
角
と
な
る
。

岩
の
上
に
立
て
ば
桑
原
山
か
ら
傾

山
に
か
け
て
の
峰
々
や
、
鷹
鳥
屋
山
、

天
神
原
山
な
ど
の
宇
日
の
南
部
の
山

々
が
望
ま
れ
る
。
少
し
行
く
と
低
い

木
立
の
中
の
明
る
い
稜
線
の
中
に
、

ひ
ょ
っ
こ
り
と
二
等
三
角
点
が
現
れ

る
。
そ
れ
以
外
に
山
頂
を
示
す
も
の

は
何
も
な
く
、
こ
こ
を
目
指
し
て
登

っ
て
く
る
者
な
ど
誰

一
人
い
な
い
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
登
っ
て
来

た
方
向
と
反
対
側
の
稜
線
に
、
小
さ

な
踏
み
跡
が
下

つ
て
い
る
。
こ
れ
が

何
処
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
い
。

下
山
は
往
路
を
引
き
返
す
の
だ
が
、

稜
線
上
は
距
離
は
短
い
が
迷
い
や
す

い
地
形
な
の
で
、
登
る
と
き
に
し
つ

か
り
目
印
を
付
け
て
い
く
こ
と
を
す

す
め
る
。

◇
参
考
タ
イ
ム

大
規
模
林
道
宇
目
小
国
線
↓

一
〇
分

↓
小
鞍
部
↓

一
〇
分
↓
城
山
↓

一
〇

分
↓
小
鞍
部
↓

一
〇
分
↓
大
規
模
林

道
宇
目
小
国
線
　
一

◇
二
万
五
千
分
ノ
ニ
地
図
　
中
津
留

国
際
山
岳
年
青
少
年

体
験
登
山
実
施
計
画

を
決
定

一
〇
月

一
七
日
午
後
七
時
か
ら
大

分
市

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
支
部
役
委

員
会
が
開
か
れ
、
四
月
定
期
総
会
で

今
年
度
事
業
計
画
と
し
て
実
施
を
決

め
て
い
た
、
国
際
山
岳
年

（
二
〇
〇

二
年
）
を
記
念
す
る
青
少
年
体
験
登

山
の
実
施
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

実
施
要
領
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
計
画
実
施
に
当
た

っ
て

は
、
当
日
の
会
員
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

二
〇
〇
二
年

（平
成

一
四
年
）

国
際
山
岳
年
記
念

青
少
年
体
験
登
山

実
施
要
領

一
．
主
旨

二
〇
〇
二
年

（平
成

一
四
年
）
は

国
際
山
岳
年
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
国
際
的
に
環
境
、
自
然
、

人
を
改
め
て
問
い
直
す
記
念
の
年
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
そ
の

か
か
わ
り
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
東
九
州
支
部
も
こ
の
機

会
に
、
青
少
年
期
の
多
感
な
時
期
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
若
者
を
対
象
に
、

山
登
り
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
自
然
に
接
し
、
山
と
の
接
し

方
や
山
に
お
け
る
基
本
的
な

マ
ナ
ー

を
学
ん
だ
り
、
体
力
づ
く
り
を
す
る

こ
と
を
目
的
に
体
験
登
山
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
参
加
者
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を
募
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

〓
．
実
施
時
期

平
成

一
四
年

一
二
月
八
日

（日

曜
日
）

三
．
主
催日
本
山
岳
会
東
九
州
支
部

回
。
後
援大
分
県
教
育
委
員
会
、
竹
田

市
、
大
分
合
同
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
分
放
送
局
、
Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
テ
レ
ビ
大
分
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
大

分
朝
日
放
送
、
Ｆ
Ｍ
大
分

五
．
実
施
場
所

（登
山
す
る
山
）

祖
母
山
系
の
越
敷
岳
と
緩
木
山

（と
も
に
竹
田
市
）

六
．
登
山
コ
ー
ス

竹
田
市
宮
砥
、
緩
木
神
社
前
よ

リ
ス
タ
ー
ト
～
仙
人
枕
～
越
敷
岳

～
県
境
稜
線
～
緩
木
山
～
石
塔
～

林
道
～
緩
木
神
社

七
．
参
加
対
象

原
則
的
に
中

・
高
校
生
と
し
ま

す
が
、
参
加
希
望
が
あ
れ
ば
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
家
族

同
伴
や
、
中

・
高
校
生
以
外
の
若

者
も
参
加
で
き
ま
す
。

八
．
参
加
費

中

・
高
校
生
以
下
の
年
齢
…

１
，

０

０

０

円

上
記
以
外
‥
３
，
０
０
０
円

（と
も
に
保
険
料
含
む
）

九
．
服
装

・
携
行
品

登
山
で
き
る
靴
及
び
服
装
、
雨

具
、
防
寒
着
、
食
糧
、
水
、
そ
の

他

（地
図
、
無
線
機
、
救
急
医
薬

品
等
は
事
務
局
が
準
備
し
ま
す
）

一
０
．
指
導

当
日
若
干
の
登
山
教
室
と
し
て

の
講
演
や
登
山
中
の
実
地
指
導
は

日
本
山
岳
会
東
九
州
支
部
会
員
が

行
い
ま
す
。

一
一
．
日
程

午
前
七
時
大
分
駅
前
集
合
で
、

貸
し
切
リ
バ
ス
で
登
山
口
に
向
か

い
ま
す
。
大
分
駅
帰
着
は
午
後
五

時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
二
．
参
加
締
め
切
リ

十

一
月
二
十
日
ま
で

一
三
．
参
加
申
し
込
み

封
書
、　
ハ
ガ
キ
，
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
話
で

（住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
学
校
名
、
学

年
）
の
申
し
込
み
可

申
込
先
　
日
本
山
岳
会

東
九
州
支
部
事
務
局

大
分
市
府
内
町

一
卜
三
―

一
六

サ

ニ
ー
ス
ポ
ー
ツ
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
７

（
５
３
２
）
０
９
２
６

■
哺
課

請

ｏ
日
　
時
　
十

一
月
九
日
（土
）

※
　
四
月
定
例
総
会
時
の
計
画
で
は

一
〇
日

（日
）
と
な

つ
て
い
ま
し

た
が
、
都
合
に
よ
り

一
日
繰
り
上

げ
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

・
目
的
地
　
上
塚
山
兌
長
・
合
）

日
田
市
と
山
国
町
境

の
二
等

三
角
点

岳
滅
鬼
山

へ
の
縦
走
を
計
画

し
て
い
し
ま
す
。

ｏ
日
程
等
　
九
日
午
前
五
時
サ

ニ
ー

出
発
。
多
少
の
ヤ
ブ
こ
ぎ
が

あ
り
ま
す
。

日
　
時
　
十
二
月
壬

一日
（
日
）

目
的
地
　
馬
子
山
全
三
日
）

熊
本
県
矢
部
町
。
内
大
臣
峡

に
等
え
る
岩
稜
の
山
。
二
等

三
角
点
。

日
程
等
　
一
一
一
日

（土
）
午
後
人

時
サ

ニ
ー
出
発
。
た
だ
し
、

参
加
者
同
士
の
打
ち
合
わ
せ

に
よ
り
、
三
二
日
の
早
暁
の

出
発
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ｏ
日
　
時
　
一
月

一
九
日
（
日
）

・
目
的
地
　
障
子
ケ
岳
兌
四
合
）

福
岡
県
英
彦
山
町
。
英
彦
山

西
面
の
障
子
の
峰
。
二
等
三

角
点
。

ｏ
日
程
等

　

一
九
日
午
前
五
時
サ

ニ

ー
出
発

※
　
帽
子
の
紛
失
届

人
月
の
月
例
山
行

（鷹
ノ
巣
山
、

三
陀
山
）
、
英
彦
山
キ
ャ
ン
プ
場
で

野
営
の
時
、
帽
子
を
紛
失
さ
れ
た
方

が
い
ら

つ
し
や
い
ま
す
。
参
加
者
の

方
で
、
ど
な
た
か
黒
い
帽
子
が
ザ

ッ

ク
の
中
に
迷
い
込
ん
で
い
る
方
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
お
気
づ
き
の
方
は
編

集
室
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

れ
は
コ
ガ
ネ
タ
ヶ
。
バ
タ
ー
炒
め

に
し
て
、
美
味
し
い
ビ
ー
ル
の
つ

ま
み
と
な
り
ま
し
た
。

○
　
毎
年
今
ご
ろ
ネ
パ
ー
ル
に
行
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
、
支
部

事
務
局
長
は
、
と

っ
く
に
日
本
を

後
に
し
て
、
今
ご
ろ
は
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
更
に
奥
に
向
か
っ
て
る
頃

か
。
出
発
の

一
〇
日
も
前
か
ら
、

他
の
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け
で
、
準

備
準
備

・
・
・
。
留
守
を
守
る
娘

の
方
は
諦
め
顔
？

○
　
昨
年
は
今
ご
ろ
、
あ
る
方
に
サ

ル
ナ
シ
の
実
を
山
あ
土
産
に
頂
き
、

大
好
き
な
果
実
酒
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
別
の
あ
る

方
に
岳
梅

（ク
サ
ボ
タ
の
実
）
を
、

や
は
り
山
の
土
産
と
し
て
沢
山
頂

き
ま
し
た
。
早
速
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ

ー
で
果
実
酒
づ
く
り
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、　
一
年
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
待

っ
た
方
が
美
味
し
い
と
い
う
の
が

私
の
経
験
で
す
。
急
い
で
味
見
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
来
年
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

〇
　
一
〇
月
始
め
の
あ
る
日
、
崩
平

山
麓
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
き
、

黄
色
の
キ
ノ
コ
の
群
を
発
見
。
こ

れ
は
た
ぶ
ん
コ
ガ
ネ
タ
ヶ
だ
！
と

採
取
し
て
い
る
と
、　
一
緒
に
い
た

妻
は
不
安
顔
。
持
ち
帰

っ
て
図
鑑

で
調
べ
る
と
類
似
の
キ
ノ
コ
は
な

い
と
の
こ
と
で
、
間
違
い
な
く
こ

´ヽ
　

）
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